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『
バ
ア
ル
連
邦
宇
宙
軍
第
一
基
地
』

看
板
に
は
、
そ
う
書
か
れ
て
い
た
。

看
板
は
、
巨
大
な
金
属
性
の
壁
の
一
番
端
に
架
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
看
板
を
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
女
が
居
た
。

帝
国
首
都
の
東
郊
外
に
、
バ
ア
ル
連
邦
宇
宙
軍
の
、
最
重
要
基

E
rzurum

エ

ル

ズ

ル

ム

地
は
存
在
し
た
。

広
大
な
大
地
に
築
か
れ
た
、
こ
の
基
地
に
は
、
二
〇
本
余
り
の
高
層
ビ
ル
、

巨
大
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
と
、
電
波
望
遠
鏡
、
そ
し
て
、
無
数
と
し
か
言

い
様
の
な
い
程
の
ハ
ン
ガ
ー
（
航
空
機
格
納
庫
）
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
更

に
、
四
千
ｍ
を
超
す
六
本
の
滑
走
路
が
、
有
っ
た
。

日
夜
、
航
宙
可
能
な
大
型
戦
闘
機
が
離
発
着
を
繰
り
返
し
、
宇
宙
艦
が
飛

来
す
る
。

基
地
の
周
り
は
、
一
面
の
畑
で
、
人
家
を
探
す
の
は
、
難
し
い
。

女
は
、
看
板
を
凝
視
し
続
け
て
い
た
。

フ
ッ一

瞬
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
爆
音
が
響
い
た
。

女
の
頭
上
、
四
五
ｍ
を
、
重
戦
闘
爆
撃
機
が
通
り
抜
け
て
行
っ
た
の
だ
。

衝
撃
波
が
風
を
呼
び
、
女
の
髪
が
大
き
く
流
れ
る
。

『
捕
虜
、
売
り
ま
す
。
詳
し
く
は
正
門
ま
で
』

基
地
の
看
板
の
右
下
に
、
そ
の
様
な
広
告
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
極
太
の
マ

ジ
ッ
ク
で
無
造
作
に
書
か
れ
て
い
る
そ
の
貼
り
紙
は
、
画
用
紙
に
ビ
ニ
ー
ル

袋
が
か
ぶ
せ
て
あ
る
だ
け
の
、
非
常
に
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。

女
は
、
正
門
に
向
か
っ
て
、
歩
き
出
し
た
。
桃
色
の
髪
が
、
綺
麗
に
整
っ

て
、
靡
い
た
。
そ
れ
は
、
美
し
か
っ
た
。

＊

＊

＊

「
二
一
番
。
出
ろ
。
」

看
守
の
太
い
声
が
、
鉄
格
子
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
て
来
た
。

「
面
会
人
だ
。
」

看
守
は
そ
う
言
っ
て
、
扉
を
開
け
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま
れ
た
牢
獄
の
中
に
は
、
惚
け
た
女
が
一
人
居
た
。

目
は
焦
点
が
あ
っ
て
お
ら
ず
、
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
立
た
ん
か
！
」

看
守
が
、
二
人
が
か
り
で
女
の
腕
を
掴
み
、
立
た
せ
る
。

そ
れ
か
ら
、
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
、
女
を
連
れ
出
し
て
行
っ
た
。

女
は
、
看
守
達
の
な
す
が
ま
ま
に
し
て
い
た
。

＊

＊

＊

「
お
ら

こ
っ
か
ら
は
、
自
分
の
足
で
歩
け

」

<

>

看
守
は
、
女
を
乱
暴
に
放
り
出
す
と
、
後
ろ
か
ら
背
中
を
蹴
飛
ば
し
た
。

女
は
、
前
へ
倒
れ
た
が
、
の
そ
の
そ
と
起
き
上
が
り
、
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
き
出

し
た
。

「
部
屋
は
一
三
番
だ
。
客
が
待
ち
か
ね
て
い
る
ぞ

」
>

女
の
後
ろ
か
ら
、
看
守
の
怒
鳴
り
声
が
響
い
た
。
女
は
ゆ
っ
く
り
と
頷
い
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て
見
せ
た
。

女
が
歩
く
度
に
、
ニ
チ
ャ
ニ
チ
ャ
と
音
が
な
っ
た
。
男
の
精
液
が
乾
き
き

っ
て
い
な
い
た
め
だ
。
関
節
を
動
か
す
度
に
、
そ
の
音
が
な
る
の
だ
。

女
は
、
ホ
コ
リ
ま
み
れ
で
、
汚
か
っ
た
。
衣
服
と
言
え
ば
、
胸
と
腰
に
巻

い
て
い
る
襤
褸
タ
オ
ル
だ
け
で
あ
る
。
下
着
な
ど
な
い
。
身
体
は
、
ア
ザ
だ

ら
け
で
、
傷
跡
も
目
立
つ
。
何
日
間
も
、
身
体
を
洗
っ
て
い
な
い
ら
し
く
、

臭
い
も
非
道
か
っ
た
。

>

ガ
チ
ャ
ン

一
三
番
と
大
き
く
書
か
れ
た
鉄
扉
の
鍵
が
外
さ
れ
、
扉
が
開
い
た
。

女
は
、
の
っ
そ
り
と
向
き
を
変
え
る
と
、
中
へ
入
っ
て
行
っ
た
。

＊

＊

＊

「
こ
の
女
が
そ
う
な
の
か
？
」

「
は
い
。
ナ
ン
バ
ー
二
一
。

で
す
。
」

R
ahab

ラ

ハ

ブ

来
客
ル
ー
ム
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
。
嗄
れ
声
と
、
太
い
男
の
声
だ
。

こ
の
部
屋
は
、
二
つ
に
別
れ
て
お
り
、
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に
よ
っ
て
、
仕

切
ら
れ
て
い
た
。
ミ
ラ
ー
に
は
、
真
ん
中
だ
け
普
通
の
ガ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
部
分
が
あ
っ
た
。
囚
人
ま
た
は
捕
虜
は
、
こ
の
ガ
ラ
ス
か
ら
来
客
の
方
を

の
ぞ
く
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
覗
き
ガ
ラ
ス
か
ら
は
、
指
揮
官
ク
ラ
ス
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
付
け
た
屈

強
な
男
し
か
見
え
な
か
っ
た
。
こ
の
男
が
、
太
い
声
の
持
ち
主
だ
。

も
う
一
人
、
嗄
れ
声
の
持
ち
主
は
ミ
ラ
ー
の
方
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。

「
非
道
い
な
。
エ
ル
ズ
ル
ム
の
男
は
紳
士
だ
と
聞
い
て
い
た
が
？
」

嗄
れ
声
の
音
程
は
、
男
に
し
て
は
高
く
、
女
に
し
て
は
低
い
と
言
う
感
じ

だ
っ
た
。

「
神
経
、
精
神
共
に
や
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
使
い
も
の
に
な
ら
ん
。
よ

く
こ
ん
な
も
の
を
商
品
と
し
て
扱
え
る
も
の
だ
な
。
」

嗄
れ
声
が
、
文
句
を
た
れ
る
。

「
コ
イ
ツ
は
本
来
、
商
品
扱
い
は
し
な
い
ん
で
す
よ
。
我
国
が
連
邦
の
第
一

国
と
な
っ
た
時
の
大
赦
で
罪
を
免
れ
た
ん
で
す
。
本
来
な
ら
極
刑
で
す
。
」

男
が
、
言
い
訳
を
す
る
。

「
我
々
の
会
話
は
、
聞
こ
え
て
い
る
の
か
、
あ
の
者
に
は
？

全
く
反
応
が

な
い
。
」

嗄
れ
声
が
、
少
し
ず
つ
、
ラ
ハ
ブ
に
近
づ
い
て
来
た
。

覗
き
ガ
ラ
ス
に
、
桃
色
の
髪
を
し
た
背
の
高
い
女
が
映
っ
た
。
そ
の
女
は
、

中
で
じ
っ
と
し
て
い
る
女
、
ラ
ハ
ブ
を
マ
ジ
マ
ジ
と
見
つ
め
た
。

「
こ
の
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
取
り
払
っ
て
く
れ
。
」

女
は
そ
う
言
う
と
、
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
コ
ン
コ
ン
と
軽
く
叩
い
た
。

「
そ
ん
な
事
は
、
出
来
ま
せ
ん
。
構
造
上
、
無
理
で
す
。
」

男
が
、
額
に
冷
や
汗
を
流
し
て
、
答
え
る
。

「
嘘
を
つ
け
。
こ
の
部
屋
を
使
っ
て
レ
イ
プ
し
た
ん
だ
ろ
う
？
」

女
は
、
男
の
方
を
振
り
返
っ
た
。
に
ら
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
前
髪
が

顔
の
四
分
の
三
を
隠
し
て
い
る
た
め
、
表
情
が
掴
め
な
い
。

男
は
少
し
躊
躇
っ
た
が
、
壁
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
、
隠
し
ボ
タ
ン

を
押
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
が
音
も
な
く
左
右
に
開
い
た
。

女
は
、
何
も
躊
躇
せ
ず
、
囚
人
ラ
ハ
ブ
の
方
へ
歩
み
寄
る
と
、
左
手
で
頬

を
掴
み
、
ツ
ラ
を
自
分
の
方
へ
向
け
た
。

「
美
人
だ
な
。
身
体
の
ラ
イ
ン
も
悪
く
な
い
し
、
髪
も
柔
ら
か
い
。
整
え
て

や
れ
ば
、
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
に
も
な
れ
る
。
」

そ
う
言
っ
て
、
女
は
ラ
ハ
ブ
の
髪
を
、
そ
っ
と
撫
で
た
。

「
彼
女
の
記
録
は
？

宇
宙
海
賊
の
ヘ
ッ
ド
だ
っ
た
そ
う
だ
が
…
…
？
」
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男
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、
女
は
訊
ね
た
。

「
極
秘
で
す
。
」

男
は
、
即
座
に
答
え
た
。

「
こ
こ
は
、
軍
事
最
高
司
令
部
だ
ろ
う
？

デ
ー
タ
な
ら
い
く
ら
で
も
あ
る

は
ず
だ
。
手
数
料
な
ら
払
う
。
」

女
は
、
男
の
方
へ
振
り
返
っ
て
、
札
束
を
チ
ラ
つ
か
せ
た
。

「
し
ば
ら
く
お
待
ち
を
。
」

男
は
、
し
ば
ら
く
考
え
て
い
た
が
、
そ
う
言
う
と
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た
。

女
は
、
椅
子
を
引
き
寄
せ
、
ラ
ハ
ブ
の
前
に
座
っ
た
。

女
は
、
タ
バ
コ
を
出
し
て
、
ラ
ハ
ブ
に
勧
め
て
み
た
が
、
ラ
ハ
ブ
は
何
の

反
応
も
示
さ
な
か
っ
た
。

し
よ
う
が
な
い
の
で
、
女
は
黙
っ
て
、
ラ
ハ
ブ
を
見
つ
め
て
い
た
。

＊

＊

＊

二
〇
～
三
〇
分
経
っ
て
、
先
程
の
男
が
、
若
い
娘
と
一
緒
に
入
っ
て
来
た
。

情
報
部
の
人
間
だ
と
、
そ
の
娘
は
言
っ
た
。

「
フ
ァ
イ
ル
で
す
。
」

男
は
、
そ
う
言
っ
て
、
分
厚
い
フ
ァ
イ
ル
を
女
の
前
へ
出
し
た
。

『

』
。
そ
の
黒
い
フ
ァ
イ
ル
の
表
紙
に
は
、

L
evel­

1
S
E
C
R
E
T

F
IL
E
S

『
第
一
級
極
秘
書
類
』
と
書
か
れ
て
い
た
。

女
は
、
そ
れ
を
受
け
取
る
と
、
パ
ラ
パ
ラ
と
め
く
っ
た
。

「
料
金
は
？
」

女
は
、
フ
ァ
イ
ル
を
読
み
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ギ
ル
ド
通
貨
で
、
四
千
デ
イ
ル
。
エ
ル
ズ
ル
ム
通
貨
で
二
千
五
百
ロ
ー
ル
。

連
邦
ギ
ル
ド
通
貨
で
、
六
千
ガ
ル
で
す
。
」

男
は
、
女
の
右
隣
に
来
て
、
そ
う
告
げ
た
。

「
高
い
な
。
」

女
は
、
下
唇
を
、
軽
く
で
は
あ
る
が
、
噛
ん
だ
。

「
極
秘
情
報
で
す
の
で
。
」

男
は
無
表
情
に
答
え
た
。

女
は
、
懐
に
手
を
入
れ
る
と
、
紙
幣
六
枚
を
出
し
た
。

「
連
邦
ギ
ル
ド
で
、
六
千
ガ
ル
だ
。
」

女
は
、
紙
幣
を
二
つ
折
り
に
し
て
、
男
の
前
へ
出
し
た
。

男
は
そ
れ
を
、
ス
ッ
と
取
る
と
、
一
礼
し
、
後
ろ
へ
下
が
っ
た
。

女
は
無
言
の
ま
ま
、
右
手
を
フ
ァ
イ
ル
へ
添
え
、
再
び
パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー

ジ
を
捲
り
だ
し
た
。

「
可
也
、
凄
い
女
だ
な
。
よ
く
今
ま
で
生
か
し
て
お
い
た
も
の
だ
。
」

女
は
、
ぼ
そ
っ
と
言
っ
た
。

「
半
年
前
ま
で
は
、
我
が
エ
ル
ズ
ル
ム
帝
国
最
大
の
敵
だ
っ
た
の
で
す
。
コ

イ
ツ
の
勢
力
を
抑
え
る
た
め
に
、
何
十
万
と
い
う
軍
隊
が
必
要
だ
っ
た
の
で

す
か
ら
ね
。
」

男
は
、
呆
れ
た
よ
う
に
言
っ
た
。

「
確
か
に
、
凄
い
女
で
す
よ
。
」

そ
し
て
、
そ
う
付
け
加
え
た
。

「
一
応
、
エ
ル
ズ
ル
ム
人
か
。
」

ラ
ハ
ブ
の
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
を
見
て
い
た
女
は
そ
う
言
っ
た
。

「
も
と
バ
ア
ル
連
邦
宇
宙
軍
第
一
司
令
の
長
女
で
す
よ
。
彼
は
、
エ
ル
ズ
ル

ム
人
で
す
か
ら
。
子
供
思
い
で
、
こ
の
女
は
私
生
児
だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼

は
責
任
を
取
っ
て
、
育
て
て
い
ま
す
。
」

「
そ
の
父
を
、
殺
し
て
い
る
ん
だ
な
。
こ
の
女
は
。
」

「
え
え
、
色
々
あ
り
ま
し
て
ね
。
詳
し
く
は
、
そ
の
フ
ァ
イ
ル
に
凡
て
載
っ



­ 4 ­

て
い
ま
す
。
そ
の
フ
ァ
イ
ル
は
も
う
あ
な
た
の
も
の
で
す
か
ら
ね
。
但
し
、

絶
対
に
公
表
し
な
い
で
下
さ
い
。
」

「
解
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
？

い
く
ら
だ
？
」

女
は
、
フ
ァ
イ
ル
か
ら
目
を
離
し
、
男
の
方
を
向
い
た
。

「
情
報
料
は
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」

男
は
、
す
ま
し
た
顔
で
答
え
る
。

「
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
の
女
の
値
段
を
聞
い
て
い
る
の
だ
。
」

女
は
、
少
し
苛
立
っ
た
。

「
失
礼
。
ナ
ン
バ
ー
二
一
、
ラ
ハ
ブ
は
、
ギ
ル
ド
通
貨
で
三
百
デ
イ
ル
。
エ

ル
ズ
ル
ム
通
貨
で
千
ロ
ー
ル
。
連
邦
ギ
ル
ド
通
貨
で
八
百
で
す
。
」

男
は
、
女
に
歩
み
寄
り
、
そ
う
言
っ
た
。

「

資
料
よ
り
、
安
い
の
か
？
」

?女
は
、
男
の
顔
を
見
上
げ
る
。

「
こ
の
女
は
、
我
が
軍
の
男
ど
も
の
玩
具
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
」

男
は
、
そ
う
答
え
る
と
、
女
か
ら
視
線
を
外
し
た
。

「
連
邦
ギ
ル
ド
で
、
二
〇
倍
の
値
を
払
お
う
。
」

女
は
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
、
懐
へ
手
を
入
れ
た
。

「
そ
ん
な

」
>

男
は
、
目
を
大
き
く
見
開
い
た
。

「
気
に
す
る
な
。
私
腹
を
こ
や
す
な
り
、
何
な
り
し
ろ
。
」

そ
う
言
っ
て
女
は
、
紙
幣
を
一
六
枚
取
り
出
す
と
、
男
の
前
へ
出
し
た
。

男
は
、
し
ば
ら
く
戸
惑
っ
て
い
た
が
、
静
か
に
受
け
取
る
と
、
頭
を
下
げ
た
。

「
そ
こ
の
娘
に
も
分
け
て
や
れ
ば
？
」

少
し
嫌
み
を
込
め
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
女
は
情
報
部
の
娘
を
一
瞥
し
た
。

娘
は
、
顔
を
俯
か
せ
て
し
ま
っ
た
。

女
は
、
薄
く
笑
っ
た
。

＊

＊

＊

「
服
く
ら
い
、
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
て
も
い
い
だ
ろ
う
？
」

女
は
、
非
道
く
呆
れ
て
い
た
。
ラ
ハ
ブ
は
、
面
会
室
で
会
っ
た
時
と
同
じ

姿
で
連
れ
て
来
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
首
輪
を
は
め
ら
れ
、
手
に
は
手
錠
が
付

け
ら
れ
て
い
た
。
首
輪
と
鎖
の
触
れ
合
う
音
が
、
痛
々
し
い
。

男
は
、
先
程
の
情
報
部
の
娘
に
合
図
す
る
と
、
適
当
に
着
る
も
の
を
持
っ

て
く
る
よ
う
に
、
手
配
し
た
。

「
こ
こ
へ
サ
イ
ン
を
。
そ
れ
か
ら
、
奴
隷
の
使
用
目
的
を
、
簡
単
に
説
明
し

て
下
さ
い
。
」

男
は
、
そ
う
言
っ
て
、
ボ
ー
ド
と
ペ
ン
を
差
し
出
し
た
。

女
は
、
ペ
ン
を
手
に
取
っ
て
、
サ
ラ
サ
ラ
と
名
前
を
書
い
た
。

「
使
用
目
的
は
、
ハ
ー
レ
ム
だ
。
」

女
は
、
ボ
ー
ド
を
男
の
方
へ
差
し
出
す
と
、
そ
う
言
っ
た
。

男
は
、
眉
を
寄
せ
た
。

「
女
が
、
女
の
ハ
ー
レ
ム
を
つ
く
る
の
も
、
面
白
い
だ
ろ
う
？
彼
女
は
、
私

の
ハ
ー
レ
ム
の
第
一
号
だ
。
」

女
は
、
そ
う
言
っ
て
、
笑
っ
て
み
せ
た
。

男
は
、
肩
を
す
く
め
な
が
ら
も
、
女
か
ら
ボ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
。

そ
し
て
、
サ
イ
ン
を
確
認
し
た
。

「
ヴ
ァ
ル
ア
だ
。
ヴ
ァ
ル
ア

ア
ロ
ン

フ
ロ
ミ
ア(

)

。

=
=

V
allua

A
lon

F
r­

om
ia

ヘ
ブ
ラ
イ
読
み
だ
。
」

女
は
そ
う
言
う
と
、
ラ
ハ
ブ
の
鎖
と
首
輪
を
外
し
て
や
っ
た
。

「
服
で
す
。
軍
服
で
す
が
、
我
慢
し
て
下
さ
い
。
」

先
程
の
情
報
部
の
娘
が
、
真
っ
黒
な
軍
服
を
持
っ
て
来
た
。
エ
ン
ブ
レ
ム
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や
、
軍
関
係
の
表
示
は
一
切
取
り
外
さ
れ
て
い
る
の
で
、
黒
が
異
様
に
目
立

っ
た
。

「
服
く
ら
い
、
自
分
で
着
れ
る
だ
ろ
う
？
」

女
は
、
無
造
作
に
軍
服
を
掴
む
と
、
ラ
ハ
ブ
の
前
へ
出
し
た
。
ラ
ハ
ブ
は
、

そ
れ
を
受
け
取
る
と
、
ノ
ロ
ノ
ロ
と
身
に
つ
け
出
し
た
。
汚
れ
た
身
体
に
服

を
付
け
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。

「
こ
の
辺
に
、
ホ
テ
ル
は
な
い
か
？
」

ラ
ハ
ブ
が
服
を
着
て
い
る
の
を
余
所
に
、
女
は
男
に
訊
ね
た
。

「
こ
の
基
地
の
表
通
り
を
北
へ
一
〇
㎞
。
古
い
で
す
が
、
可
也
大
き
な
ホ
テ

ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
奴
隷
の
鎖
は
外
さ
な
い
で
下
さ
い
。
」

男
は
、
大
き
な
窓
か
ら
見
え
る
表
通
り
を
指
さ
す
と
、
そ
の
ま
ま
指
を
北

へ
な
ぞ
っ
て

み
せ
た
。

「
何
、
心
配
す
る
な
。
ま
、
邪
魔
し
た
な
。
」

女
は
そ
う
言
う
と
、
ラ
ハ
ブ
の
背
中
を
ト
ン
と
押
し
た
。

「
さ
あ
、
行
け
。
」

女
は
ラ
ハ
ブ
を
促
す
と
、
男
に
一
礼
し
て
、
基
地
か
ら
出
て
行
っ
た
。

「
世
の
中
、
不
思
議
な
ヤ
ツ
が
い
る
も
ん
だ
。
」

女
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
、
男
は
ポ
ツ
リ
と
そ
う
呟
い
た
。

＊

＊

＊

二
人
は
、
一
〇
㎞
歩
い
て
、
ホ
テ
ル
へ
着
い
た
。

「
こ
こ
で
、
待
っ
て
居
ろ
。
必
要
な
物
を
買
っ
て
来
る
。
」

女
は
、
部
屋
を
と
る
と
、
ラ
ハ
ブ
を
置
い
て
、
街
の
方
へ
出
か
け
て
行
っ

た
。街

は
、
ホ
テ
ル
か
ら
二
，
三
㎞
離
れ
て
い
た
。

ス
イ
ス
風
の
こ
の
街
は
、
煉
瓦
造
り
の
商
店
が
並
び
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ウ
に
は
、
華
や
か
に
様
々
な
商
品
が
、
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
街
は
、
エ
ル

ズ
ル
ム
で
も
比
較
的
、
古
風
な
街
で
あ
る
。
街
の
人
々
は
、
保
守
的
な
人
間

が
多
い
事
だ
ろ
う
。

街
は
、
平
穏
だ
っ
た
。

一
月
前
ま
で
、
統
合
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
、
思
え
な
い
ほ
ど
、
平

和
だ
。
人
々
の
顔
に
は
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
し
、
街
自
体
も
明
る
い
。

戦
争
と
言
う
、
暗
い
雰
囲
気
は
、
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

統
合
戦
争
で
、
こ
こ
、
エ
ル
ズ
ル
ム
本
国
ま
で
戦
火
が
及
ぶ
事
は
、
ま
ず

な
か
っ
た
よ
う
だ
。

バ
ア
ル
連
邦
は
、
統
合
戦
争
後
、
エ
ル
ズ
ル
ム
帝
国
の
独
裁
体
勢
に
入
っ

て
い
た
。
連
邦
政
府
は
事
実
上
、
そ
の
機
能
を
停
止
し
、
今
で
は
、
エ
ル
ズ

ル
ム
帝
国
第
九
六
代
皇
帝
が
、
バ
ア
ル
連
邦
の
長
と
な
っ
て
い
た
。
エ
ル
ズ

ル
ム
は
、
連
邦
加
盟
国
を
、
こ
と
ご
と
く
制
圧
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

銀
河
系
最
初
の
、
大
銀
河
帝
国
国
家
だ
っ
た
。

女
は
、
街
の
中
を
、
適
当
に
歩
い
た
。

洋
服
店
を
ま
わ
り
、
ラ
ハ
ブ
に
必
要
な
衣
服
を
、
彼
女
の
趣
味
で
、
選
ん

だ
。他

に
も
、
保
存
用
・
携
帯
用
食
糧
，
護
身
用
武
器
，
生
理
用
品
な
ど
な
ど
、

必
需
品
は
沢
山
あ
る
。

女
は
、
両
手
い
っ
ぱ
い
に
、
大
き
な
紙
袋
を
幾
つ
も
抱
え
て
、
ホ
テ
ル
へ

戻
っ
て
行
っ
た
。
よ
く
、
前
が
見
え
る
も
の
だ
。

＊

＊

＊

部
屋
で
は
、
相
も
変
わ
ら
ず
、
ラ
ハ
ブ
が
椅
子
の
上
で
惚
け
て
い
た
。
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女
は
、
紙
袋
を
ベ
ッ
ド
の
上
へ
放
る
と
、
ラ
ハ
ブ
の
前
に
立
っ
た
。

ラ
ハ
ブ
の
目
の
焦
点
は
、
全
く
合
っ
て
い
な
い
。

女
は
、
右
手
を
高
く
振
り
上
げ
た
。
相
手
は
何
の
反
応
も
示
さ
な
い
。

女
は
、
何
の
躊
躇
い
も
な
く
、
高
く
振
り
上
げ
た
右
手
を
ラ
ハ
ブ
の
頬
め

が
け
て
振
り
降
ろ
し
た
。

キ
レ
の
良
い
高
音
が
、
部
屋
の
中
に
高
く
響
い
た
。

女
は
容
赦
せ
ず
、
往
復
ビ
ン
タ
を
何
十
回
と
食
ら
わ
す
。

>

バ
ッ
キ
ー
ン

最
後
の
一
発
は
、
拳
で
殴
っ
て
い
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
椅
子
か
ら
転
げ
落
ち
、
数
メ
ー
ト
ル
吹
っ
飛
ぶ
と
、
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
、
止
ま
っ
た
。

「
ク
ッ
…
…
…
。
」

ラ
ハ
ブ
が
、
初
め
て
口
を
開
い
た
。

彼
女
は
、
壁
に
寄
掛
か
り
な
が
ら
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
立
ち
上
が
っ
た
が
、
足
を

崩
し
て
、
倒
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

女
は
、
ラ
ハ
ブ
の
方
へ
駆
け
寄
る
と
、
肩
を
支
え
て
、
上
半
身
を
起
こ
し

て
や
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
ハ
ブ
の
顔
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
。

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
ラ
ハ
ブ
の
眼
が
、
自
分
の
方
へ
向
い
た
事
を
、
女

は
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

「
私
に
、
こ
の
デ
カ
ブ
ツ
を
風
呂
に
入
れ
ろ
と
言
う
の
か
？
」

女
は
、
ラ
ハ
ブ
の
耳
元
で
、
囁
い
た
。
彼
女
の
、
そ
の
表
情
に
は
、
悪
戯

っ
気
が
あ
っ
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
女
に
肩
を
借
り
な
が
ら
も
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
と
、

風
呂
場
の
方
へ
、
フ
ラ
フ
ラ
と
歩
い
て
行
っ
た
。

「
何
だ
。
言
葉
が
通
じ
る
の
か
。
」

女
は
、
先
程
の
行
為
に
対
し
て
、
少
し
反
省
し
た
。

＊

＊

＊

「
風
呂
が
、
好
き
な
よ
う
だ
な
。
」

女
は
、
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
る
ラ
ハ
ブ
の
表
情
を
見
て
そ
う
言
っ
た
。

「
邪
魔
を
さ
せ
て
も
ら
う
ぞ
。
」

そ
う
言
っ
て
、
女
も
浴
室
に
入
っ
て
来
た
。

浴
室
は
、
明
る
い
肌
色
の
タ
イ
ル
で
統
一
さ
れ
、
上
半
分
は
白
い
壁
に
な

っ
て
い
た
。
浴
槽
は
、
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
極
め
て
白
に
近
い
ク
リ
ー

ム
色
だ
。
五
ｍ
×
三
ｍ
ほ
ど
と
、
広
い
。

湯
は
、
人
工
的
で
は
あ
る
が
、
硫
黄
の
香
り
が
仄
か
に
鼻
を
刺
激
し
た
。

女
は
、
身
体
を
洗
お
う
と
思
い
、
シ
ャ
ワ
ー
の
コ
ッ
ク
を
ひ
ね
っ
て
お
湯

を
出
す
と
、
石
鹸
を
探
し
た
。
だ
が
、
見
当
た
ら
な
い
。

「
お
や
？
石
鹸
が
な
い
な
。
ボ
デ
ィ
・
シ
ャ
ン
プ
ー
も
な
い
。
」

女
は
、
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
、
辺
り
を
見
回
し
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
自
分
の
手
の
届
く
範
囲
に
、
石
鹸
を
見
つ
け
る
と
、
そ
れ
を

掴
ん
で
、
女
の
頭
を
狙
っ
て
、
軽
く
放
り
投
げ
た
。

石
鹸
は
見
事
、
女
の
脳
天
に
命
中
し
、
バ
ウ
ン
ド
し
た
。
そ
れ
を
女
が
、

上
手
く
右
手
で
キ
ャ
ッ
チ
し
た
。

女
は
、
左
手
で
、
頭
を
さ
す
り
な
が
ら
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
が
、
ラ
ハ

ブ
は
何
の
反
応
も
示
さ
な
か
っ
た
。
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
、

外
方
を
向
い
て
、
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
る
。

「
ど
う
も
、
有
り
難
う
。
」

女
は
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
と
、
身
体
を
洗
い
始
め
た
。

旅
の
疲
れ
を
癒
す
に
は
、
風
呂
が
一
番
だ
っ
た
。
石
鹸
の
香
り
が
、
気
持

ち
良
い
。
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身
体
を
洗
い
終
わ
っ
た
あ
と
の
、
女
の
身
体
は
、
見
事
だ
っ
た
。
本
来
、

真
っ
白
な
は
ず
の
彼
女
の
肌
は
、
温
め
ら
れ
て
、
ピ
ン
ク
掛
か
っ
て
い
た
。

肉
付
き
は
良
く
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
、
素
晴
ら
し
く
見
え
る
。
背
が
高
い

せ
い
か
も
知
れ
な
い
が
…
…
。

女
は
、
カ
カ
ト
ま
で
あ
る
長
い
髪
を
上
手
く
束
ね
る
と
、
タ
オ
ル
を
上
か

ら
巻
い
た
。
そ
し
て
、
湯
船
の
中
に
、
身
体
を
沈
め
た
。

一
息
、
つ
く
。

「
私
は
て
っ
き
り
、
頭
が
イ
カ
れ
て
し
ま
っ
た
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、

あ
れ
は
演
技
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
生
き
る
事
自
体
を
、
…
…
投
げ
て

い
た
の
か
？
」

女
は
、
独
り
言
の
よ
う
に
、
話
し
出
し
た
。

「
さ
あ
な
、
俺
に
も
わ
か
ら
ね
ぇ
よ
。
」

ラ
ハ
ブ
が
、
ボ
ソ
ッ
と
答
え
た
。

「
だ
が
、
今
は
少
な
く
と
も
正
常
だ
。
礼
を
言
う
ぜ
。
最
後
の
パ
ン
チ
が
効

い
た
。
い
い
パ
ン
チ
だ
っ
た
。
」

ラ
ハ
ブ
は
、
更
に
そ
う
呟
く
と
、
大
き
く
溜
息
を
つ
い
た
。

「
が
、
あ
い
つ
ら
に
復
讐
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
た
の
に
よ
…
…
あ
ん
た
の

お
か
げ
で
、
全
部
パ
ア
だ
。
」

ラ
ハ
ブ
は
、
顔
を
上
げ
、
天
井
を
見
上
げ
た
。

「
ほ
う
。
と
言
う
事
は
、
あ
の
様
な
状
況
の
中
で
も
、
生
き
る
希
望
と
、
生

き
る
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。
」

女
は
、
静
か
に
、
そ
う
言
っ
た
。

「
な
る
ほ
ど
。
そ
う
言
う
と
ら
え
方
が
あ
っ
た
か
。
」

天
井
か
ら
目
を
離
し
、
ラ
ハ
ブ
は
、
女
の
方
を
向
い
た
。

「
男
の
臭
い
は
と
れ
た
か
？
」

女
は
、
言
葉
を
続
け
た
。

「
何
と
か
ね
。
」

ラ
ハ
ブ
は
、
少
し
悲
し
げ
な
表
情
に
な
り
、
女
を
自
分
の
視
線
か
ら
外
し

た
。
基
地
で
の
事
を
、
思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
し
か
し
、
お
ま
え
は
、
私
に
拾
わ
れ
た
事
に
よ
り
、
今
ま
で
よ
り
も
も
っ

と
辛
い
人
生
を
歩
む
事
に
な
る
。
」

女
は
、
ラ
ハ
ブ
の
表
情
を
読
み
取
っ
て
、
ラ
ハ
ブ
の
心
を
悟
っ
て
、
そ
う

言
っ
た
。
そ
し
て
、
ラ
ハ
ブ
に
ス
ッ
と
歩
み
寄
る
と
、
ラ
ハ
ブ
の
顔
を
マ
ジ

マ
ジ
と
見
つ
め
た
。

「
今
度
は
毎
日
、
女
の
相
手
を
す
る
の
か
？
」

ラ
ハ
ブ
は
、
こ
の
女
が
、
先
刻
、
「
ハ
ー
レ
ム
を
つ
く
る
」
と
言
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
、
茶
化
し
て
み
せ
た
。

「
フ
フ
。
そ
れ
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
、
お
ま
え
の
脳
に
、
直
接
、
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
」

女
は
そ
う
言
う
と
、
さ
ら
に
ラ
ハ
ブ
に
詰
め
よ
り
、
そ
っ
と
ラ
ハ
ブ
の
唇

に
自
分
の
唇
を
重
ね
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
一
瞬
び
っ
く
り
し
て
、
女
を
突
き
離
そ
う
と
し
た
が
、
自
分

の
脳
の
中
に
流
れ
て
来
た
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
（
情
報
）
に
気
を
取
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。

一
分
程
し
て
、
女
は
唇
を
離
し
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
我
に
帰
っ
た
が
、
唖
然
と
し
て
い
た
。
別
に
、
女
性
に
口
付

け
さ
れ
た
事
に
唖
然
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
も
の
は
、

疾
う
の
昔
に
、
記
憶
の
隅
へ
、
意
識
の
奥
へ
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
、

ラ
ハ
ブ
の
頭
の
中
で
は
、
女
が
彼
女
に
送
り
込
ん
だ
膨
大
な
デ
ー
タ
が
展
開

さ
れ
て
い
た
。
ほ
ん
の
一
分
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
、
女
の
記
憶
と

知
識
と
知
恵
の
殆
ど
が
ラ
ハ
ブ
の
中
へ
流
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

十
数
分
後
。
ラ
ハ
ブ
が
や
っ
と
、
女
の
方
へ
意
識
を
向
け
た
。
恐
ら
く
、
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整
理
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ラ
ハ
ブ
は
、
自
分
の
目
の
前
に
い

る
こ
の
女
が
、
先
程
送
ら
れ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
で
い
た
。

「
自
己
紹
介
を
し
て
い
な
か
っ
た
な
。
名
は
、
ヴ
ァ
ル
ア
＝
ア
ロ
ン
＝
フ
ロ

ミ
ア
だ
。
今
日
か
ら
、
私
が
、
お
前
の
主
人
だ
。
お
前
は
こ
れ
か
ら
、
永
遠

に
私
と
共
に
生
き
て
も
ら
う
。
私
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
は
、
今
、

お
前
の
中
へ
流
し
た
、
私
の
記
憶
の
通
り
…
…
。
」

女
は
、
ラ
ハ
ブ
の
心
の
中
な
ど
お
か
ま
い
無
し
に
話
し
出
し
た
。

薄
笑
い
が
、
浮
か
ん
で
い
る
。

「
何
か
、
感
想
は
…
…
？
」

女
、
ヴ
ァ
ル
ア
は
、
笑
い
を
浮
か
べ
た
ま
ま
、
言
っ
た
。

「
信
じ
ら
れ
ん
。
」

ラ
ハ
ブ
は
、
目
を
ま
ん
丸
に
し
て
、
そ
う
呟
い
た
。

「
随
分
と
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
な
感
想
だ
な
。
ま
、
信
じ
た
く
な
け
れ
ば
、
信

じ
な
く
て
い
い
。
そ
の
う
ち
、
嫌
で
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ

う
。
言
い
方
を
変
え
た
方
が
、
良
さ
そ
う
だ
な
。
私
に
騙
さ
れ
て
、
こ
れ
か

ら
ず
っ
と
、
私
と
共
に
生
き
て
み
な
い
か
？
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
グ
ッ
と
ラ
ハ
ブ
に
詰
め
寄
っ
た
。

ラ
ハ
ブ
は
、
し
ば
ら
く
ヴ
ァ
ル
ア
の
顔
を
見
つ
め
て
い
た
が
、
鼻
で
笑
う

と
、
白
い
歯
を
見
せ
た
。

「
面
白
い
。
騙
さ
れ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
ヴ
ァ
ル
ア
さ
ん
よ
。
」

そ
し
て
、
ヴ
ァ
ル
ア
に
視
線
を
確
り
と
合
わ
せ
る
と
、
そ
う
言
い
切
っ
た
。

「
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
。
後
先
考
え
な
い
タ
イ
プ
だ
な
。
根
性
だ
け
は
あ
る

と
見
え
る
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
冷
笑
に
似
た
笑
い
を
し
た
。

「
だ
が
、
俺
は
、
後
悔
し
た
事
は
一
度
だ
っ
て
な
い
ぜ
。
」

ラ
ハ
ブ
は
、
胸
を
張
っ
て
み
せ
た
。

「
そ
れ
は
面
白
い
。
益
々
気
に
入
っ
た
。
お
互
い
、
頑
張
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
薄
笑
い
を
浮
か
べ
る
と
、
右
手
を
上
へ
上
げ
た
。

ラ
ハ
ブ
も
、
右
手
を
上
げ
る
。

パ
ー
ン
！

二
人
は
、
手
を
打
ち
合
っ
た
。

＊

＊

＊

翌
日
、
早
朝
。
二
人
は
、
ホ
テ
ル
を
出
た
。

空
気
は
肌
寒
く
、
藍
色
の
空
に
は
、
ま
だ
星
を
確
認
す
る
事
が
出
来
た
。

息
が
、
白
い
。

遥
か
南
に
は
、
あ
の
連
邦
宇
宙
軍
基
地
の
明
か
り
が
見
え
る
。
数
本
の
サ

ー
チ
ラ
イ
ト
が
、
天
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
た
。

北
に
は
、
永
遠
と
道
が
続
い
て
い
る
。

東
西
に
は
、
山
脈
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

「
と
り
あ
え
ず
、
ど
う
す
る
？
」

ヴ
ァ
ル
ア
の
隣
で
、
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
ラ
ハ
ブ
は
聞
い
た
。

「
北
へ
行
く
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
北
へ
延
々
と
続
く
道
を
指
さ
し
て
言
っ
た
。

「
根
拠
は
？
」

ラ
ハ
ブ
は
、
ヴ
ァ
ル
ア
の
方
へ
、
視
線
を
移
し
た
。

「
そ
ん
な
も
の
は
、
な
い
。
」

ヴ
ァ
ル
ア
は
、
静
か
に
言
い
放
っ
た
。

「
私
達
に
は
、
時
間
が
永
遠
に
あ
る
。
こ
の
程
度
の
事
で
、
綿
密
に
計
画
を

立
て
る
必
要
な
ど
な
い
。
」
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更
に
ヴ
ァ
ル
ア
は
、
そ
う
付
け
加
え
た
。

「
全
く
だ
。
」

ラ
ハ
ブ
、
薄
く
笑
っ
た
。

「
行
こ
う
。
」

う
っ
す
ら
と
太
陽
の
光
が
見
え
出
す
、
早
朝
…
…
。

二
人
は
一
歩
北
へ
踏
み
出
し
た
。

............fade
out!


